
 

 

 

【報道関係各位】 

  

2023年 12月 6日 

一般財団法人 日本気象協会 
 

日本気象協会 「2023 年 お天気トレンド大賞」を発表 

気象予報士 118 名が選んだ第 1 位は「記録的猛暑」 
 

一般財団法人 日本気象協会（本社：東京都豊島区、理事長：渡邊 一洋、以下「日本気象協会」）は、日本気象

協会に所属する気象予報士のうち 118 名の調査をもとに決定した「2023 年 お天気トレンド大賞」を 2023 年 12

月 6日(水)に発表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「お天気トレンド大賞」とは 

 「お天気トレンド大賞」とは、日本気象協会に所属している気象予報士を対象とした調査に基づき、気象業界で話

題になった言葉や新たに登場した言葉を選んだものです。 

 天気予報専門メディア「tenki.jp(てんきじぇーぴー)」では「お天気総決算」として気象分野の 1 年を振り返る企画

を実施しています。2023年の「お天気総決算」は、「今年の天気を表す漢字」と「お天気トレンド大賞」を発表します。 

 

■日本気象協会の気象予報士が選ぶ「2023年 お天気トレンド大賞」TOP5 

 日本気象協会に所属する気象予報士のうち 118 名に調査を行った結果、1 位は「記録的猛暑」、続いて 2 位に

「長すぎた残暑」、3 位「世界的高温」、4 位「11 月の夏日」、5 位「台風の少なさ」が選ばれました。2023 年の夏を

象徴する暑さや残暑に関するキーワードがランクインしました。 

 

1位 「記録的猛暑」 

 2023年の日本の夏(6～8月)の全国の平均気温は、1898年の統計開始以降で最も高くなりました。最高気温が

40℃以上の「酷暑日（こくしょび）」※1 を福島県伊達市梁川、石川県小松市で観測したほか、群馬県桐生市では年

間の猛暑日日数が全国最多の 46日となるなど、各地で記録が更新されるほどの暑さになりました。 
※1 酷暑日…日最高気温が 40℃以上になった日のことを示す、2022年に日本気象協会が命名した言葉 

    夜間の最低気温が 30℃以上の夜を示す「超熱帯夜（ちょうねったいや）」も、日本気象協会が 2022年に命名した言葉 



 

 

 
 

 

2位 「長すぎた残暑」 

 夏の暑さは秋になっても収まらず、暑さが続いた期間も特徴的でした。東京都心では 7 月 6 日から 9 月 7 日に

かけて、64日間連続で最高気温 30℃以上の真夏日となり、過去最長を記録しました。 

 

3位 「世界的高温」 

 今年は日本だけでなく、世界中で高温となりました。7 月の世界平均気温が過去最高を更新することが見通され

た際に、国連のグテーレス事務総長が発した「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化の時代が到来した」という

コメントが話題になりました。 

 

4位 「11月の夏日」 

 11月に入っても暑さは収まらず、東京都心では 11月 7日の最高気温は 27.5℃となり、100年ぶりに 11月の最

高気温の記録を塗り替えました。その他、青森県や秋田県など東北地方北部でも 11 月としては異例の夏日を観

測しました。気象予報士の間でも「11月の夏日は珍しい」と驚きの声があがりました。 

 

5位 「台風の少なさ」 

 平年であれば年間を通じて 25 個ほどの台風が発生しますが、2023 年は 12 月 6 日時点で発生数が 16 個と、

平年より少ない状況です。上陸した台風もわずか 1 個と、今年は平年に比べて台風の影響が少ない年になりまし

た。 

  

各トレンド大賞の選考理由の詳細や同じく「お天気総決算」の企画である「今年の天気を表す漢字※2」に関する

詳細は「2023 年お天気総決算～tenki.jp ラボ Vol.24～」(https://tenki.jp/suppl/entries/8/)でご覧いただけま

す。tenki.jpによる『お天気総決算』の調査と発表は 2013年からスタートし、今年で 11年目になります。 

 
※2 日本気象協会 気象予報士 118名に調査を実施 2023年の「今年の天気を表す漢字」は「暑」に決定 

2023年 12月 3日 報道発表  https://www.jwa.or.jp/news/2023/12/21974/ 

 

■天気予報専門メディア「tenki.jp（てんきじぇーぴー）」 https://tenki.jp 

日本気象協会が発表する気象情報を、Web サイト／スマートフォンアプリで提供している天気予報専門メディアで

す。1997年 9月にサービスを開始し、25年以上の歴史があります。年間ページビュー数は約 58億 PV（Webペ

ージ・スマートフォンアプリ合算）。生活に欠かせない天気予報に加え、専門的な気象情報、地震・津波などの防災

情報も確認できます。気象予報士が日々提供する「気象予報士のポイント解説(日直予報士)」も人気コンテンツで

す。 

 
・製品名、サービス名などは一般に各社の商標または登録商標です。 

・「tenki.jp」は、一般財団法人 日本気象協会の登録商標（登録第 6129427号）です。 

・「tenki.jp」ロゴマークは、一般財団法人 日本気象協会と株式会社 ALiNK インターネットの登録商標（登録第 5763293号）で

す。 

・「tenki.jp」は日本気象協会と ALiNK インターネットの共同運営です。 

・内容は発表日現在のものです。予告なしに変更されることがあります。 

 

 

 

 
 

調査概要 

【調査対象】日本気象協会所属の気象予報士 118 名 

【調査方法】インターネット調査 

【調査期間】2023年 11 月 6日(月)～11 月 14 日(火) 

本情報を使用される際は、クレジット(「tenki.jp」調べ)と 

サイトリンク(https://tenki.jp)を両方記載して下さい。 

https://tenki.jp/suppl/entries/8/
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